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あとがき 「その一言で」で始まる詩があります。どこかで

目にしてメモしたものですが、言葉の持つ力の大きさを表し
てあります。多々、言葉は相手に向けられるものです。言葉
で喜怒哀楽を伝え、受け手も喜怒哀楽します。また言葉は心
を表すものでもあり、逆に心を隠すことができるものでもあり
ます。言葉を介して関係を作る私たちにとって相手の立場や
気持ちを推し量るといった高い相手意識をもっつことが大切
だと考えます。「言葉を選べ」とよく言いますが、選ぶ前に相
手の立場や心情を察して、思いを巡らせ、相手にとってふさ
わしく、そして相手が欲する言葉の使い手になりたいもので
す。本校では今月、人権週間を設けました。人権を大切にし
た行動は、言葉遣いにあらわれると子供たちに伝えました。
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っ
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す
。

東小ギャラリー

◆春の訪れが感じられます。校門横に
は桜のつぼみが現れました。学校園で
は、５年生が栽培したバスケットボール
より大きい桜島大根の収穫が行われま
した。

◆各学級で郡市小体連主催の長縄チャ
レンジで記録更新にむけて一致団結し
て取り組んでいます。

◆授業では３密を避けながらの学習活
動です。ペア学習やグループ学習も距
離をとって行うため、難しさがあります。



東っ子に伝えること
「東っ子の良さ」校内放送で

給食の時間の放送やサクランボメールで、友達やたくさんの先生か
ら、よいところをほめられ、また感謝の言葉を贈られた東っ子のみな
さんでした。先生たちが伝えたみなさんの行動は、「自分から進んで
行ったこと」「いやでも頑張ったこと」「自分のために行ったこと」
「友達のために行ったこと」など理由はいろいろあると思いますが、
どれも気づき・考え・行動したことだったといえるでしょう。ところ
で、先週の放送で三嶋先生がおっしゃった「東っ子の挨拶は日本一、
それができるようになった皆さんは日本一の小学生」ということがあ
りました。とてもうれしい言葉でしたね。私をはじめ先生方も三嶋先
生と同じ気持ちになっていましたよ。うれしくなれたのは、誰もが
「その通り」と感じたからだと思います。では、その「日本一」とは
どういうことでしょうか。私は思うんです。日本一とは「人と違った
ことをする」「誰よりも優れている」ということではなく、「同じこ
とをしているんだけど、それを見た人、聞いた人が心から感動し、う
れしくなること」だと考えています。すると、みなさんは、たくさん
の友達や先生方の心を温かくし、うれしい気持ちでいっぱいにするこ
とができた。そんな人に成長しているということになります。では、
どうして、みんなは「日本一」になれたのでしょうか。多分自分では
わからないでしょう。でも、この答えを私は知っています。みんなが
日本一になれたのは、先生とみなさんで、同じ目標にむかって一緒に
生活してきたからです。「気持ちの良いあいさつをしよう」「友達を
大切にしよう」「思いやりの心を育てよう」「運動会を成功させよ
う」「学習発表会で堂々と発表しよう」「マラソン大会で弱い自分に
打ち勝とう」「規則正しい生活をしよう」「夏の暑さに負けない、冬
の寒さに負けないからだを作ろう」「命を大切にしよう」「すすんで
生活しよう」といった目標を先生とみんなが一緒に理解して力いっぱ
い取り組んできたからです。私は、みんなに良いと思ったこと、そし
て、その理由を伝えてきました。みなさんに伝えてきた事は先生方に
も伝えています。また、先生方に伝えたことはみなさんにも伝えてい
ます。東小では、先生方と東っ子で、一緒によりよい自分を作ってき
ました。その作戦が「笑顔大作戦」です。２月になり、「笑顔大作
戦」も終わりに近づいてきました。３学期が終わるまで残り少なくな
りました。今、みなさんの大きな成長を全員で確認できたことは、と
てもうれしいことです。最後に、紹介をします。東っ子忍者にまた、
仲間が加わりまし。「頑張るんじゃ」と「凄いんじゃ」です。３年生
がアイディアを出してくれました。二人の忍者には、気づき・考え・
行動して、思いやりの心を大きくした東っ子が、もっともっと頑張ろ
う、新しい自分を見つけようとすること、そして、その気持ちや努力
ができる子供になろうという思いが込められています。学校いっぱい
に６人の忍者が登場するようになるといいなぁと思います。学校では、
今言葉のプレゼント作戦が行われています。掲示板にいっぱいのみん
なの良いところが並ぶことを待っています。全員で、東っ子の美しい
心の花を咲かせましょう。

「学校生活で意識すること」

「心のつなひき」

「心のつなひきしてみよう」


